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2014-2015年冬季雷活動に関連する高エネルギー放射線:初期報告
Preliminary report of energetic radiation during 2014-2015 winter thunderstorm.
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2014年冬季に能登半島先端において、冬季雷雲・雷放電に関連する高エネルギー放射線の測定を行った。本発表はそ
れの初期報告である。富士山頂における夏季雷の観測では雷雲の接近に伴い、放射線量の増加がみられている。能登半
島の観測でも 12月 17日に NaIシンチレータの放射線測定器がミリ秒オーダーの放射線の増加を検知した。しかしなが
ら、当時観測地上空で降雨が起きていたにも関わらず、大気電場には大きな変化はみられなかった。本講演では、2013
～2014年冬季観測の総括ならびに前述のガンマ線バーストについても考察する。
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